
令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生法令＞

トピックス性の高い問題としては、下記の事項
の出題が見られました。

・石綿解体工事等の事前調査結果の届出

・一般的事務作業における照度基準

・危険物、有害物規制



石綿事前調査について

引用：厚生労働省労働基準局 2022年「解体・改修・各種設備工事業者の皆さまへ 事前調査は、令和５年１０月１日着工の工事から
「建築物石綿含有建材調査者」が行う必要があります！」（リーフレット）

電子ｼｽﾃﾑによる報告を
原則化



引用：厚生労働省労働基準局 2021年「解体・改修・各種設備工事の受注者の皆さまへ 事前調査結果の
報告が施工業者（元請事業者）の義務になります」（リーフレット）



こちらは事務室
の基準

引用：厚生労働省労働基準局 2022年「ご存知ですか？職場における労働衛生基準が変わりました」（リーフレット）



こちらは事務室「以外」の作業場所
での基準。
事務室の基準とは区分が異なります。



引用：厚生労働省労働基準局 2022年「ご存知ですか？職場における労働衛生基準が変わりました」（リーフレット）

原則的な規定
便所:男女別(独立個室型除く)
男性大便房：60人ごとに１房
男性小便所：30人ごとに１箇所
女 性便房：20人ごとに1房

同時就業労働者数が常時
10人以内でないと男女別

に設置は必要

今後出題がある
かもしれません。



令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生法令＞

伝統的な問題としては、下記の事項について出題
されています。

・安全衛生管理体制

・安全衛生教育

・定期自主検査

など



令和５年10月17日実施の試験

＜専門科目記述式（保健衛生）＞

トピックス性の高い問題が出されることが多い。

問１：化学物質管理

問２：作業態様に起因する疾病

問３：高年齢労働者の災害発生の特徴と予防

問４：過重労働による健康影響とその対策

問１又は問２から１つ、問３又は問４から１つ選
択して、合計２題に回答する。



令和５年10月17日実施の記述試験
問３（高年齢労働者の災害発生の特徴と予防）を

例に見ていきましょう。



令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞
問３：高年齢労働者の災害発生の特徴と予防
（1）高年齢労働者の災害は若年労働者と比較して発生率や性別、事故の型、休業期間
についてどのような特徴があるか。
（2）ﾌﾚｲﾙの概念を説明せよ。その際、ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑと比較すること。
（3）加齢に伴う身体・精神機能の状況について、下記の点に沿って説明せよ。
・視力や聴力等の感覚機能の低下
・筋力の低下
・訓練で得た知識や技能の維持
・身体・精神機能の個人差
（4）高年齢労働者の転倒防止で、改善すべき事項を６つ挙げよ（施設・設備・装置）。
（5）高年齢労働者が安全・健康に働き続けるためには、どのような対策を講ずべきか、
次の場面ごとに述べよ。
・暑熱環境での作業
・重量物取り扱い作業
・介護作業
・情報機器を用いた作業
・警報の伝達
（6）高年齢労働者の労災防止対策において、事業者が利用可能な国や公的機関の支
援策を３つ述べよ。



問３を見たとき、私はこう感じました。

「エイジフレンドリーガイドラインの内容を

基に作問されているのではないか。」



令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３：高年齢労働者の災害発生の特徴と予防

（1）高年齢労働者の災害は若年労働者と比較し
て発生率や性別、事故の型、休業期間について
どのような特徴があるか。





引用：厚生労働省労働基準局 「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）



引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」（パンフレット）



令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３

（2）ﾌﾚｲﾙの概念を説明せよ。その際、ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼ
ﾝﾄﾞﾛｰﾑと比較すること。



引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）





令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３

（3）加齢に伴う身体・精神機能の状況について、
下記の点に沿って説明せよ。

・視力や聴力等の感覚機能の低下

・筋力の低下

・訓練で得た知識や技能の維持

・身体・精神機能の個人差



・視力や聴力等の感覚機能の低下
・筋力の低下



知能の加齢変化

体力面での低下以外にも、知能面の影響も。

心理学者ウィクスラーの定義によると、

知能とは、「目的に合った行動をとり、合
理的に考え、環境からの働きかけに対して効
果的に対処する能力」とされています。

知能には、流動性知能と結晶性知能がある
とされています。

・訓練で得た知識や技能の維持



・流動性知能：新しい課題を処理する能力

→推理力、反応速度など

・結晶性知能：過去の経験や教育を通じて蓄積

される能力

→習得知識、判断力など

加齢により影響を受けるのは流動性知能とされ
ていますが、結晶性知能は加齢影響を受けにくい
とされています。



・身体・精神機能の個人差

引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）



令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３

（4）高年齢労働者の転倒防止で改善すべき事項
を６つ挙げよ（施設・設備・装置）。

ハード面の対策について問われている。


